




Postoperative D-dimer elevation affects tumor 
recurrence and the long-term survival in gastric cancer 

















Yokohama City University Graduate School of Medicine 
横浜市立大学 大学院医学研究科 外科治療学 
 
（Doctoral Supervisor：Munetaka Masuda, Professor） 
（指導教員：益田 宗孝 教授） 







Postoperative D-dimer elevation affects tumor recurrence and the long-term 
















 2009年 7月~2013年 7月の期間に，神奈川県立がんセンターにおいて，胃癌に対し
て手術を施行した 680症例を後方視的に調査し， (1) 特殊組織型，(2) 残胃癌，(3) 術前
化学療法施行例，(4) 異時・同時他癌（過去 5年以内），(5) 非根治的切除（R1/2切除），
(6) 術後 D-dimer未測定例を除外した 448例を本研究の対象とした．術後 7日目の血中





術後 7日目の D-dimerの中央値は 4.9 µg/mlであり，術後高 D-dimer群 230例，術後






た．術後 5年全生存率は，術後低 D-dimer群で 90.8%，術後高 D-dimer群で 81.3%であ
り，有意に術後高 D-dimer群で不良であった（p <0.001）．また，術後 5年無再発生存率
は，術後低 D-dimer群で 89.9%，術後高 D-dimer群で 76.1%であり，有意に術後高 D-
dimer群で不良であった（p <0.001）．単変量・多変量解析の結果，術後 D-dimer高値は
全生存（ハザード比 1.955, 95%信頼区間 1.158–3.303, p=0.012），無再発生存（ハザード





 本研究の結果から，胃癌術後 7日目の血中 D-dimerの高発現は，有用な術後再発の予
測因子であり，予後不良因子であることが示唆された．過去の研究においても，胃癌の長
期予後と血液凝固系の関係が報告されているが（Kanda et al., 2017；Diao et al., 2014；







（circulating tumor cells: CTCs）が，血流のずり応力による物理的破壊やNK細胞によ
る捕食から逃れることに関与する（Palumbo et al., 2005；Gay and Felding-Habermann, 
2011）．さらにこの複合体は，がん細胞の血管壁への接着，血管外への遊走，腫瘍の血管
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